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宮古市では、昨年10月に、市民交流センター、市庁舎、保健センターの3つの機能を集約
した地域防災拠点施設「イーストピアみやこ」がオープンしました。
この新たな施設のあり方や、旧市庁舎跡地の活用方法、そしてこれらを核とする中心市街

地に賑わいを産み出すためのアイディアを話し合うため、2014年11月に「まちづくり市民会
議」という、市民の集まりが組織され、活動が始まりました。
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7月20日 season5 第3回ワークショップを開催

2019年7月20日（土）13:30より、イーストピアみやこで、season5（第5期）第3回目の市
民ワークショップが開催されました。今回のテーマは「“まち歩き”をしよう！“場やアイディ
ア”を探って動きだそう！」。当日は、高校生、大学生を含むの32名の皆さんに参加してい
ただきました。当日の様子は、まちづくり市民会議facebookページに掲載されています。
https://www.facebook.com/miyakowakuwaku/

今回は、前回までのワークショップを踏まえ、
以下に示す4つのプロジェクトを提示しました。
［プロジェクトA］
末広町通りのスラローム化の社会実験で生まれる
「ふくらみ」の部分で、何かをやってみよう！
［プロジェクトB」
商店街の空き店舗を一時的に貸してもらい、その
空間を活用して、何かをやってみよう！
［プロジェクトC」
駐車場のようなまとまった屋外スペースを活用し
て、何かをやってみよう！
［プロジェクトR］
それぞれのプロジェクトをつなげる企画や、商店
街と連携した企画をやってみよう！
今回は、これらのうちのどれに取り組みたいか

によって、改めてグループ分けをしました。そし
て、そのグループごとに、どのようなことがした
いかについてアイディア出しを行い、自由に意見
交換をしました。

4つのプロジェクトを提示、新たなグループで意見交換

2015年12月からは、初年度に示されたアイディアの具体化を目指して、「まちづくり市民
会議season2」（第2期）の活動を開始。市民ワークショップを計7回実施し、2016年11月に
中心市街地を会場として、アイディアを実践する場「みやこ・わくわくストリート2016」を
開催、多くの市民の皆さんに参加していただきました。それ以降、2017年には「season3」
（第3期）、2018年には「season4」（第4期）と、いろいろな市民のグループと連携しなが
ら、活動を継続してきました。
今年度は、これまでに育まれた活動の蓄積を生かし、さらに連携の輪を広げながら継続し

ていくことを目指して、5月から「season5」（第5期）の活動が始まりました。その活動の
様子を、この「かわら版」で紹介していきます。



内田先生からのコメント…次回以降に向けて

今後の予定
次回のワークショップでは、4つのプロジェク

トごとに、第3回で示されたアイディアの実現に
向けて、少しずつ具体的な方法に話を進めて行き
たいと考えています。また、都市計画課の担当者
から、スラローム化の社会実験の概要を紹介して
いただく予定です。
参加は自由です。興味のあるお知り合いの方が

いましたら、ぜひお誘いください。

まちづくり市民会議 season5
第4回ワークショップ

・日時：2019年8月24日（土）
13:30～16:30

・場所：イーストピアみやこ

問合せ先：宮古市復興推進課 tel.0193-68-9089

各プロジェクトとしては初回の話し合い
でしたが、多くのアイディアが示されてよ
かったと思います。
販売、飲食、音楽等のパフォーマンスな

ど、いくつかのチームから、同じようなア
イディアが示されました。各プロジェクト
がどのように協力・連携するか、どのよう
に棲み分けるか、整理が必要に思います。

各プロジェクトで出されたアイディア…全体での共有

最後に、各プロジェクトで話し合った結果を発表し、参加者全員で共有しました。それぞ
れのプロジェクトから示されたアイディアの一部を、以下紹介します。

スラローム化によって生まれるふくらみの
部分ついては、イベント時の使い方だけで
なく、日常的な使い方も提案したい。

プロジェクトA プロジェクトB

空き店舗の活用については、社会実験的な
使い方を提案したい。収益を上げられるよ
うなものにできるとよいのでは。

プロジェクトC

屋外の空きスペースで、パフォーマンス、
音楽、ゲーム等のイベント、マルシェ…
等々、いろいろな使い方ができそう。

プロジェクトR

商店街との連携は、事前の打合せがポイ
ント。さらに、関連の他のイベントとの
連携も考えていきたい。

昨シーズンの反省として、商店街との事
前の情報共有が不十分だったということが
ありました。今シーズンは、8月2日に商店
街の会議の場で、現在の状況を報告させて
いただきました。
次回は、実際にどのスペースを利用する

かを含め、「わくわくストリート」実現に
向けて具体化していきましょう。


